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はじめに─記録史料とアイヌ研究─

日本におけるアイヌ研究は、考古学・民族学・言語学・歴史学・地理学など

様々な分野で行われている。なかでも、国際日本学第１回シンポジウムにおけ

る佐々木利和氏の報告にあるように、近年の研究動向としては、アイヌ語（言

語学）やアイヌの物質文化（考古学・民族学など）についての研究は目覚しい

発展をとげており、多くの注目すべき成果が存在する。

そこで本稿では、言語学・考古学・民族学などの成果ではなく、文献史学お

よび筆者の専門である歴史地理学の主要な論点を概観し、主に19世紀を対象と

したアイヌ史研究について、記録史料を利用した研究に関して問題点を整理し、

筆者なりのアイヌ史研究の課題について展望したい。

１．文献史学におけるアイヌ史研究

多くの研究者が指摘するように、アイヌを主体とした歴史構築には、大きな

困難が存在する。これは文献・記録のすべてが「和人」側のものであり、アイ

ヌ自身の記録が存在しないことにある。このような制約から、従来の文献史学

においては、アイヌ史そのものではなく、和人によるアイヌ支配のあり方、ア

イヌ政策史が主要な研究動向としてある。

戦前においては、日本におけるアイヌ民族の文献史学における研究は、通史

的なものを除いては、あまり盛んでなかったといえる。彼らは狩猟採集を生業

とする「未開」民族として位置づけられ、それゆえ、むしろ人類学者のほうが
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